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論文内容の要旨

〔目的〕

縦隔鏡検査法は，肺癌の縦隔リンパ節転移に対する病理学的術前診断方法であり，肺癌の術前病期と治

療方針の決定，予後の評価のために重要である。しかし，縦隔鏡検査は縦隔の 1 部分の評価しかできない。

本研究では，頚部縦隔鏡検査時に超音波断層法を併用して，縦隔リンパ節転移の有無についてリアルタ

イムに画像評価を行い， CT画像と比較検討する乙とを目的とした。

〔方法〕

縦隔鏡または開胸手術によって，縦隔リンパ節転移の有無を病理学的に確認し得た原発性肺癌 6 3 例を

対象とした。乙れら症例lζ対して，縦隔Computed tomography CCT) 検査を施行し，縦隔リンパ

節の長径(最大径)と短径(最大径に直交する径のうち最長径)を計測した。

ついで，頚部縦隔鏡検査時 f<:，気管前の剥離腔へ超音波内視用探触子を挿入し，超音波断層法

Cmed i as t ina 1 ultrasonography. U S M) を施行し 前記と同様に縦隔リンパ節の長径と短径を

計測した。以上から， USM と CTによる縦隔リンパ節の計測値と，病理学的転移の有無とを比較検討し

た。なお， リンパ節の解剖学的名称は， 日本肺癌学会編，肺癌取扱い規約の番号表示に従った。 USMお

よびCTによる診断率は Fei ns t e i n C 1 977 )の式によって， sensitivity , specificity と

accuracyを計算して評価した。両診断法による診断率の比較は x2 検定を用いた。

さらに，両診断法による縦隔リンパ節転移の診断率を比較するために， Han 1 ey ( 1 9 8 3) らが提唱

する ROC曲線の解析を行った口
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USM画像と CT画像で計測したリンパ節の長径と短径をもとにした診断方法について， receiver 

operating characteristic (ROC) 曲線を描き (Met z , 1 9 7 8) ，それぞれのROC曲線下の

面積 (A) を計算し，面積の標準誤差 (S E) を下記の式によって計算した (Han1 ey , 1 9 8 2) , 

A ( 1 -A) + (m -]) (Q 1 -A 2) + (n -1 ) (Q 2 -A 2 ) 

ロ1 X n 

Ql =A+ (2-A) 

Q2 =2A2+ (1 +A) 

mは転移陽』性のリンパ節個数， n は転移陰性のリンパ節個数を表す。 2 つのROC曲線下の面積を比較す

るために， z値を下記の式によって計算した (Han1 ey , 1 9 8 3) 。

A1-A2 

z= 
I S E12+SE22-2rSElSE2 

Al とλ2 は 2 つの診断方法による ROC 曲線下の面積， S El と SE2 は面積の標準誤差を表す。 r は同

一霊例を対象としたときの 2 つの診断方法の聞の係数を表し， Han 1 e y ( 1 9 8 3 )の表から r を計算した。

検定は両側検定を用い，有意水準を 0.0 5 とした。

〔成績〕

(1) USM によって，円形または楕円形の低エコー像を示す， # 1 ，左右# 2 , # 3 ，左右# 4 , # 5 , 

# 6 , # 7 のリンパ節画像を得た。

(2) USMで描出した 2 3 3 個のリンパ節のうち，長径の方向が人体の垂直方向にあったのは， 226 個

(g 7 ~ぢ)であった。

(3) 縦隔リンパ節転移の評価において， accuracy を最大にする診断基準は， USMではリンパ節の短

径 10mm， CTでは 16mmであった。同基準での sensitivity は， USMでは 39%， CTでは

18%であった。 specificity はそれぞれ 98%， 9 9 ~ぢ， accuracy は 9 1 労， 9 0 箔で，

s en s i t i v i t Y fとは有意、差 (p<O. 0 5) があった。

(4) ROC 曲線下の面積を比較すると， USM画像上のリンパ節の短径を縦隔リンパ節転移の診断に用い

たときの面積は， CT画像上のリンパ節の短径を診断に用いたときの面積よりも，有意に(p=0.04 3) 

大であった。 USMの長径対CTの長径(p = 0.3 6) , U S Mの長径対CTの短径 (p = 0.1 8) , 

USMの短径対CTの長径 (p = 0.1 0) の面積の比較では有意差を認めなかった。

〔総括〕

(1) USM画像上のリンパ節の長径の方向は， 97%が人体の垂直方向にあった。従って， USM画像上

のリンパ節の短径は多くの場合， CT画像上のリンパ節の断層面と平行する乙とが示された。

(2) accuracy が最大となる診断基準において， USMの sen s i t i v i t Y はCTのそれよりも有意
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(p< 0.0 5) に高値であった。

(3) 縦隔リンパ節転移の診断 lζ ， USM画像上のリンパ節の短径を用いる方が， CT画像上のリンパ節の

短径を用いるよりも， ROC曲線下の面積は有意 (p<O. 0 5) に大きかった。

(4) 以上より， USMは肺癌縦隔リンパ節転移診断の補助手段となることが示唆された。

論文審査の結果の要旨

本研究は，頚部縦隔鏡検査時iと超音波断層法を併用し，肺癌縦隔リンパ節転移の有無について画像評価

を行い， CT検査による画像評価と比較検討したものである口 recei ver opera t i ng cha rac t e risｭ

tic 曲線を用いた解析により，肺癌縦隔リンパ節転移の診断には，縦隔鏡検査時の超音波断層法で計測し

たリンパ節の短径を用いる方が， CT検査で計測した短径を用いるより有意に優れている乙とを明らかに

している。

本研究は肺癌の縦隔リンパ節転移の画像診断の向上に寄与する新しい知見を得たものである。
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